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ロジックモデルシート（平成27年度実績評価） 都市間交流の促進

小施策
主管課名

企画調整課

H27 H31 H36
3 4 5

都市間交流を促進す
るための協定等の締
結数

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位　件）

うるま市の特産品を市
民に広める機会となる

出展した事業者の販路
拡大等につながる

本市とうるま市の市民
交流が活発になる

本市と文京区民の文化
交流が活発になる

B

都市間の連携した取
組が活発になり，市民
の生活文化の質の向
上やまちのにぎわいに
つながる。

歴史文化課/観光交流課/渋民小学校

【事業費】 別施策に計上

③北海道函館市との交流促進

石川啄木ゆかりの地である「文京区」との文化
交流

【実施内容】

【進捗状況】 ・平成23年11月10日　災害時における相互応
援に関する協定締結
・平成24年７月５日　地域文化交流に関する協
定締結

中学生の交流事業を実
施する

啄木の里ふれあいマラ
ソンにうるま市から選手
を招待する

ちゅらしま大沖縄展にう
るま市の事業者を招聘
する

（共催事業）
啄木学級・文の京講座
を文京区で開催する

啄木学級・文の京講座
に文京区民が参加する

文京区民と市民が交流
が深まる

（歴史文化課）
啄木祭等を通じ，函館
市との交流を行う

啄木を通じた本市と函
館市の縁を双方の市民
が知る

本市，函館市相互の関
心が高まる

（観光交流課）
函館グルメサーカスに
出展参加する

本市と函館市の市民交
流が活発になる

本市中学生の人材育成
につながる

再びうるま市に行きた
い，うるま市と交流した
いと思う本市中学生が
増加する

うるま市に興味を持つ
市民が増加する

盛岡市に興味を持つう
るま市民が増加する

文京区民の盛岡への理
解が深まる

盛岡市に興味を持つ文
京区民が増加する

本市中学生がうるま市
を訪問し，中学生同士
が交流し見聞を広める

本市中学生が沖縄の自
然文化等の理解が深ま
る

うるま市民が啄木の里
ふれあいマラソンに参
加する

マラソンを通じてうるま
市と本市の市民が交流
が深まる

ちゅらしま大沖縄展にう
るま市の事業者が参加
し，特産品の物販を行う

⑥

都市間交流の促進【別紙】

小施策

【対象】
市民，連携市町村

【意図】

【事業担当課】

【進捗状況】 平成24年７月31日　友好都市提携

友好都市「うるま市」との市民交流，産業交流
など

・啄木学級文の京講座

【実施内容】 ・中学生交流事業（派遣，受入）
・啄木の里ふれあいマラソン（招待）
・あやはし海中ロードレース（派遣）
・ちゅらしま大沖縄展（川徳）
・盛岡・うるま友好の翼
・いわて盛岡デーイン沖縄（イオン具志川店）

①沖縄県うるま市との交流促進

事業名

【事業概要】

【事業費】

（単位　　）

H27

・啄木祭、啄木を偲ぶ会を開催した。
・函館グルメサーカスへ出展を行った。
・渋民小学校では函館への修学旅行を実施し
た。

H31 H36

【事業費】

【事業担当課】

C

（単位　　）

H27 H31 H36

盛岡と函館市の経済物
流の促進につながる

石川啄木ゆかりの地である「函館市」との交流【事業概要】

・啄木祭、啄木を偲ぶ会
・函館グルメサーカスへの出展参加
・渋民小学校の修学旅行（函館）

【実施内容】

【事業担当課】

【実施内容】

函館市民が盛岡の特産
品の魅力を感じる

盛岡の特産品を購入す
る函館市民が増加する

盛岡市に行きたい，盛
岡市と交流したいと思う
函館市民が増加する

函館市に行きたい，函
館市と交流したいと思う
市民が増加する

【進捗状況】

【進捗状況】

【実施内容】

【事業担当課】

⑤

【事業概要】

【進捗状況】

【事業費】

【進捗状況】

【実施内容】

函館市民が函館グルメ
サーカスに参加する

施策コード 29 施策名

小施策コード 29-1 小施策名

【事業費】

【事業担当課】

④

【事業概要】

【事業概要】

別施策に計上

事業概要等

生涯学習課/スポーツ推進課/ものづくり推進課/観光交流課

【事業費】 別施策に計上

【事業担当課】 歴史文化課（盛岡観光コンベンション協会）

②東京都文京区との交流促進

【事業概要】
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